
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

91,200合計 281,007 161,780

H26末項目

85,874 -

多目的ダム建設事業（浅川ダム）の中止に伴う利水者

負担金を共同事業者へ返還した

ダム建設事業の中止に伴い必要となる関連工事等を実施する。

Ｈ28

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

56,200

浅川ダム建設事業の実施に伴う水源地域対策事業交

付金を事業者へ交付した

188,000

56,200 56,200

２　水源地域対策事業交付金 交付金

項目 実施方法 H28事業実績

H28

29年度

91,430 158,436

当初予算 207,107

事業番号 11 05 05 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 治水・利水ダム等関連費治水・利水ダム等関連費治水・利水ダム等関連費治水・利水ダム等関連費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 河川課

４　災害に強い地域づくり 実施期間 H16 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

ダム建設事業における共同事業者等との協定等

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kasen@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

目指す姿

施策展開

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮

らし実現総

合戦略

信州創生の基本方針

治水・利水計画を見直した河川において、ダム建設事業の中止に伴い必要となる調査用トンネルの閉塞などの復旧工事等を計画的に実

施する。

ダム建設事業の中止に伴う関連工事等について、中止ダム７箇所（清川、角間、黒沢、郷士沢、駒沢、蓼科、下諏訪）のうち１箇所（郷士

沢）が完了した。

H29

（当初） （決算） （当初）

１　ダム中止に伴う関連費 直接

蓼科ダムに関わる笹原ため池本体の補修工事を平成

28年度に実施した

36,807 19,706 35,000

３　利水者負担金返還金 直接

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

372,437 249,636

0 0 0

0

0 0 0

220,481

成果目標の達成状況

概　算

人件費

2.89 2.89 2.89

23,918

372,437 249,636

予

算

額

前年度繰越 50,181

0 0

補正予算

114,481 161,780

281,007 91,200

合計（A) 220,481

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・笹原ため池補修工事は、引き続き平成29年度に実施し、完了する予定。

・角間ダムについて、検証により方針が決定された後に、関連する工事を実施していく予定。

目標に対

する成果

の状況

・浅川ダム建設事業の実施に伴う水源地域対策事業交付金を交付し、H28をもって事業が完了した。

・多目的ダム建設事業（浅川ダム）の中止に伴う利水者負担金の返還、並びに笹原ため池本体の補修工事を実施した。

 概算事業費（B（A）+C） 138,399 184,651 272,507

22,871 22,871

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

-36,807


